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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ○ なし

確定 あり

見込み ○ なし

確定 あり

見込み ○ なし

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

指標３ 都心地区の居住人口 人 23,800

指　標 従前値

その他の
数値指標１

なし

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

23,448

1年以内の
達成見込み

△

住宅系再開発事業の推進による定住
基盤の創出と、歩道や側溝、街区公
園、富山市角川介護予防センター等の
整備による豊かな住環境の形成が図ら
れたことで、都心地区の居住人口の下
げ止まりの効果があった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

グランドプラザにおけるソフト事業の展
開や城址公園における魅力向上のた
めの整備等により、賑わい拠点の維
持・活用が図られ、中心商店街地区の
歩行者通行量の維持に効果があった。

23,345 H28年3月

人口の自然減を上
回るほどの社会増
（転入）がなかった
ため。

指標２

総合所見

富山ライトレール軌道に係る道路の拡
幅整備や市内電車環状化に係る道路
整備等による公共交通基盤の高質化、
また、おでかけバス事業や市内電車環
状化広報事業等による公共交通の利
便性の向上が図られ、市内軌道（路面
電車）の利用者の増加に効果があっ
た。

中心商店街地区の歩
行者通行量（日曜日）

人/日 37,143

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

38,569 H28年3月

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

13,577

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H28年3月

指　標 従前値 目標値

指標１
市内軌道（路面電車）
の一日平均乗客数

人/日 9,928

1年以内の
達成見込み

○

12,426

見込み・確定
の別

11,000 ○

38,531

目標値

37,143

23,800

事後評価



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

公共交通の利便性を高める基盤整備の推進、公共
交通と自転車・徒歩との連携強化（移動手段の充実）

賑わい拠点、観光・交流拠点の維持・向上

多様なニーズに応える住宅ストックの形成、質の高い
居住環境の形成

交通結節機能を強化する施設整備、富山駅南北の
回遊性強化と利便性向上

新たな賑わい拠点の創出と連携、富山らしさの演出

民間まちづくり活動への支援

・（都）富山ライトレール線
・宝町大泉東町線ほか３線

実施した具体的な内容

・城址公園整備事業

・街区公園整備事業
・布瀬公園整備事業

実施中

実施中

今後の課題　その他特記事項

-

-

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・自転車駐車場取得事業
・富山駅自由通路整備事業

・総曲輪三丁目地区第一種市街地再開発事業
・まちなか公共サイン整備事業

-

実施した結果

実施中

-

-

-

-

具体的内容

-

実施中

実施中

実施時期


